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The Lumber Merchants of
Tokyo and the Market at the Russo-Japanese War Period
Mersunauna Taresru
ABSTRACT
This thesis examines the lumber industry in Tokyo at the Russo-
Japanese War period.
The development of the railway, the maintenance of harbors, and the
institution of a bank proceeded at this time. The lumber merchants in
the city had a hard time in conespondence to new circulation. There
was a person who had experienced a large change like the trader in
Nagoya and Osaka. However, the lumber merchants in Tokyo succeeded
in continuing traditional wood dealings. On the contrary, they
demanded the standardization of the product from the wood home.
The bargaining power of such Tokyo depends on the consuming market
for hugeness and the existence of the trade organization.
Moreover, the lumber industry in Tokyo had a lot of mechanisms that
actively did the wood dealings. This is because there is a decision that
do the proportion of the profit of the wholesale store to sales. Owners
had an advantage that realization was able to be done if the lumber was




















































































(73名)、 竹類を取扱う問屋 (5名)、 銘木と称する唐木類を取扱う問屋











































































































































































































































































































































































































































































18 国 際 学 論 集
第3に、間屋の利益は、仕切金の5歩であった。このことから、間屋は
取引量にも大きい関心をもたざるを得なかったと考えられる。問屋は基本
的に、各地の荷主から送致された木材を受託販売したのであるが、商品の
売拐1きの損失等の責任を負ってまで、問屋は木材を積極的に販売しようと
していたとみることができよう。入札取引を実施していたことも、販売量
の確保がめざされた結果であるといえる。同じ現象を荷主側からみれば、
都市へ木材を流通させる最大の利点となると考えられる。すなわち、市場
にだせば、現金化できる可能性がきわめて高いという利点である。このこ
とは、都市木材市場では、大阪でもみられた現象であった。59
第4に、輸出の問題である。当該期の東京木材市場の中国輸出は、規模
としては100万円をこえ、大阪等とくらべて圧倒的に大きかった。すなわ
ち東京の木材業者も、当該期に伸張著しかった中国輸出に深くかかわつた。
しかし、どのような業者が、どのような取引ルートをもちいて商売したの
かについて、なお不明の点が多いと言わざるを得ない。
rD61
大阪の市売については、前掲拙稿「明治期大阪木材市場における市売」参照。
木材輸出の規模に関しては、前掲拙稿「日露戦争と長崎における木材業の展開」
p35参照。
